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大阪外国語大学論集第22号（2⑪00年）

　　　　　　　　　　　アンドレ・マルチネ著

『ステップから大洋へ　　印欧語と「印欧人」

　　　　　　　　　　　（その6：第医章（2））

』

神　山　孝　夫　訳

　　　　　　　　A薮dr6　Mar重iRet†：

　　　　　　　De∬teppes　aur　ocians

L，適｝㊧do－e麗rop　

6en　et　les《1麗do－E麗rop6ens》

　　　　　　（Pa・i・・P・y・重，1987，19942ゆ

　　　　　　（S童xi¢鍍盤e　p縁r振e：chap虻re夏X　（2））

e

Traduit　par　Takao　KAMIYAMA

　本稿は本誌i7号（1977）から21号（1999）に掲載した上掲書訳の続編を成す．第Dt章の訳稿

は本誌規定の貴（400字詰め源稿用紙換算100枚）の二倍に達したため，止む無く二編に分

割した．訳稿作成の経緯や方針については下記の同書駅「その1」の冒頭部分を、略語や参

考文献にっいては「その1j～「その5」を参照されたい．

　校正中の「その5」の末尾に急遽加えたように，原著者は1999年7月16Bに永眠された．

謹んで哀悼の意を表す，原著の価値を損なうことのないよう無用な誤謬を避けるべく，また

時に散見される誤植を訂正すべく，二年余りにわたって原著者と連絡を取りながら慎重に訳

稿を作成してきたが，その共同作業も今回掲載部分の途中で途切れてしまうことになったの

は，また原著者のご存命中に翻訳を完成し得なかったことは誠に残念である．

　原著者が幽冥境を異にされたのを機に，本誌での連載は今回を持ってひとまず終わりとし

たい．本誌に続けて掲載をお願いしても，恐らく連載の終了は2002年となることが予想され，

また，すでに準備段階での訳稿は完成しており，単行本の刊行を目指すのが現実的だからで

ある．渡瀬嘉朗先生をはじめ，ご協力・ご叱正を賜った方々に厚くお礼申し上げたい．

　今回の訳稿作成に際し，平成10年度文部省科学研究費補助金（基礎研究（B）（1））を一部利

用することができた．
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第IX章

膏韻体系《2》

拡張子一k・

9．・67本来的な接尾辞，すなわち初源的には母音を持つが，当然その母音が維持されること

も消え去ることもあるような要素の他に，子音的な付加要素も存在していることが，比較言

語学では早期の段階から指摘されていた．このような子音的付加要素がどのような価値を持

つものなのかはあまりよくわかっていなかった．「拡張子」（61argissement）と命名されたもの

の，これはこの要素を意味論的に規定する際の困難をごまかした呼称に過ぎない．＊琉から

wが生じることを考えてみると，語基の末尾でゼmと交替する子音が初源的には実際に無癒

値の場合があることも理解できる．確かに，このような子音は類推による拡大によって，結

果的に一っあるいは複数の意味を獲得することがある．ラテン語では一v一を持っ完了形や色

の名称の場合にwが出てくる．基底の＊blileH3－　iに接尾辞一〇一を加えればwが生じてflav－es　｛〉

舩VUs「黄色の，金色のA　2となるが，接尾辞が一ro・だとfi6・rus「花の，輝く」である3，

9。68　ラテン語の例えばimpertitR－x「女帝」の語基末に見られるような一k一は不可思議なf拡

張子」である．男性形がimperEtorであるのに対し，女性形は一t一と一r一の問の母音を失い，－1一

を付加して構成されている．これは至極当たり前に思える，何しろ女性を一1一の形で呼ぶこと

はサンスクリットでは始終行われることであるし，その他の諸言語でもしばしば見られる現

象だからである．だが，－k一が加わっているのはなぜであろうか．この場合のように一iaと交

替する長音の一i一には「喉音」が想定されることが知られており4，「喉音」，すなわち調音点

が後方の舌背摩擦音が，どのような環境の下で硬化して舌背の閉鎖音に転じ得るのかを考え

てみたい．

9。69散見される一連のkの起源を喉音に求める提案を初めて行ったのは£dward　Sapkであ

る．彼はギリシア語の完了形の規則的捲標である一kaが二つの「喉音」の連続に由来すると

考えた1聴η．先行するのは，伝統的に雷うところの長母音，すなわち母音＋「喉音」に終わ

1　＜、！　ネbhel一晩o　shine，負ash，　bum；white　an（i　various　bright　colors”（V陰tkins　l　985：6）．

2語幹の長音は類推による．C£9．56．

3～般にはfi6s，属絡飾hs　f？9gから派生したと，また一r一は母音問の一s一からロタシズムによって得られると

考えられているらしい．Watkins（1985：7）は別な語根＊bhel－3‘㌔臨ve，　bloom”を立てる．

4ここで用いられている接尾辞は正常階梯寧ya〈＊yeH2，ゼロ階梯＊y∂〈＊yH2である．　Cf．9．73．後者はギリシ

ア語で一la（単数主格）として環れるが，それ以外の諸言語では問題の一fに転じる．錫えば高津（1954：164）を

参照されたい．本文に記された交替形一iaはGk，－lor，すなわちゼロ階梯を指すのか，あるいは1．34に記され

た方針によって記された＊ya，すなわち正常階梯を指すのかがはっきりしなかったため原著者に照会したと

ころ，両者を指す寮の圏答を戴いた．
（M，　si　7】Cf．　Edgar　H．　Sturtevant，　Tlie　Inde－H1ttite　Lai＞，ngeals，　Baltimore，1942，　p．i9．
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る語基の末尾に位置する喉音であって，これは特にラテン語で完了形の一w－｛・＝Lat．－v－】とし

て現れる要素に等しい．後続する喉音は完了形の一人称【単数1の語尾【＊】一瑞eの初頭の子

音である．例えば「与える」という意味の【＊】deH3一を取り上げてみよう．これに【＊1－He　｛・　＊．H。e】

が後続すれば，得られるのは藍弓deH3－Heであって，エつの喉音が合一して一k一に転じると考

えられる．ギリシア語に期待されるのは＊－dokaであるが，類推によってoが延長され，完了

形で規則的な初頭子音の重複が行われたため，実際にはd6d6kaという形を取っている．その

後SturtevantfM」［at　8！はf喉音」が隣掻することから得られるkの他の例を検討したが，根拠のな

いまま「喉音」を想定し，それらが合一して［k】に転じて喉音自体はすぐに消滅したとみな

した場合があまりにも多い．このような乱用はあったにせよ，Sapirの想定を退けることはで

きず，＊H＋Hからkが生じる他のケースも存在している可能性が高い。

9．70　しかし，喉音が［k］に転じる，ずっと生産的な場合がある、－sの前で雷背摩擦音が硬

化して閉鎖音に転じる現象である．この現象はゲルマン語に非常によく見られる揮舗．ドイ

ツ語の書記法からは，今Hにおいてもなおかつ，現在の1ks！という連続の第一要素がかって

摩擦音であったことが窺い知れる．例えば「狐」を意味し，今Nでは漁ks／と発音されるGFuchs

【の綴り1は，かつて撫xs／という発音が行われたことを物語っている．古い＊kはゲルマン

藷の発達によって通常1×1に転じるのである5．

9．・71最も衝撃的なのはLat．　senexのケースである．－xに含まれているノーk4が生じるのは，

語尾一sが後続する【単数】主格の場合のみなのである6．senex｝a　＊senaksからの規則的癸達

と考えられ7，上記の想定を敷衛すれば，これはさらに＊1seneH2÷s1にさかのぼり，初期のアク

セントは【＊】！－neH21の部分にあったと考えられよう8．属格の語尾一esにアクセントがあれば，

－n一と一H2・の間の母音は脱落し，＊senH2－esが得られる．－H2一に隣接する・6一は一a一となるはず

だが，通常の語尾一esが類推によって復活したと思われる．このようにして規則的にX←H2】

が脱落し，喉音」の痕跡はすべて失われて，属＃9　＊senesが得られるが，これが通常の発達

によってsenis，すなわち文証される形態に至ることとなる．＊seneH2一に接尾辞一tu一が加われ

ば，長老の会議を意味する＊seneH2－tu一が得られ，これは規則的にsenEtu－「元老院」となる．

非常に早期のうちに後喬によってこれらの諸形態が確固たる地位を与えられたためか，使用

頻度の実に高いこのsenexという語に類推が働くことは皆無であって，そのため繭用と派生

【原註s】Ibid．．P．87－89，

1原制Cf．　Andr6　Martinet，　Le　coupie　se’tex－SeilditUS　et　le（（sufflxe》》－k－，　BSL　51，　p．42－56；Ei？01ution　des　lang1‘es　et

reconst’ntction，　Pads，1975，　p．146－168に再録．

5＊puk－“bushy－haired”（Watkins　198S；　53）より接尾辞を付した＊puk－so一に由来すると考えられている．ゲルマン

子音推移（5．6礁）とoとaの合一を経て，ゲルマン語に期待されるのは＊fUxsa一である．

6したがって従来は止む無く単数主格とそれ以外とに別々の語幹＊seni－k－，＊sen一が想定されて来た。ここに記

された見解を採れぱ一つの語根が再建され得る．

7語頭音節以外の閉音節における＊aはLat．　eに転じるのが常則である．　C£e．g．　palmer（1954：220）．

sEichnerの用語で言えぱ，接尾辞と語尾との聞でアクセントの移動が行われるhysterokinetisch型のアクセン

トを想定していると思われる。
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のパラダイムはまったく不規則的である．そのため比較言語学にとっては非常に役立っ情報

源となっている．

9．72主格のマーカー以外にも，喉音の硬化を引き起こしたと考えられるsがある．それは，

文証される諸雷語においてアオリストと呼ばれる形態を構成する動詞接辞のマーカーであっ

て9，この形態はラテン語の一部の完了形の起源である．【Lat．】vixit「（彼は）生きた」のよ

うな形態を現在形のvivit「（彼は）生きている」と比べると，一璃に終わる語基が想定され，

この喉音がアオリストの一s一の前で硬化して［k］に転じ，他方母音が後続するときには［w】が

残存したと考えられる．接尾辞÷の前では語根＊gWeiH3の母音度ゼロの形＊g’”iH3が想定され，

これが＊g㌦となってLat．　vTta「命」10やR乏itt「生きる」が得られる。母音が後続する場合に

も類推によって長いTが採用され，零g町w一からLat．　vTvo「（私は）生きる」やR乞三v　bt「（彼は）

生きるJが生じた．接尾辞一◎を加えた場合には，Lat．　vfVo－－s【＞vrvus］　f生きている」，　Skr．　“va－，

OCS　2ivtiiiで類推による長母音fが用いられているが，　Gk．　bios（く＊biwos）やGoth．　qiwa・一に

は正則的な短いiが現れている．【接尾辞を介さずに1語根から直接形成すれば，【単数】主

格の【＊】gWIH3－Sからの【つgWik一が【紹gwiW一と交替することが期待され，これら講者の混交

によって09　cWicu及びそこからのEquickに説明が厚えられることになる．

9．73　－k一を一sの前にある「喉音」に由来する接尾辞に似た要素であると考えると，古い時

代には，すなわち広く文証され，地域的な改萩を受けていない語彙あるいは派生語において，

このような一k一が生じるのは長短のa，1，uの後だけであるということに気付く．つまりaの音

色やi，uの紺応の長音との交替に説明を与える喉音」が期待されるのはその位置なのであ

る．もちろん最初に扱われるのは語根自体に属す喉音がkに転じた場合，例えば嗜語，欝」

を表わすR　jazyki2や「魚1を表わすBalt．（＝OPr．　］z眈，　Amm．　jukali3，あるいは上で述べたばか

りのF生きる」や「生きている」を表わす語のケースである．だが，最も頻繁なのは初源的

に接尾辞・eH2を用いた語形成であって，この接辞は語末で通例一aとなる．その前に一y一が位

置することもしばしばあり，その場合に一yeH2は弱化した一ig2－，したがって語宋では。iの形

状を取ることが最も多い．

9．74　透に終わる諸形態の中で，－Eが女性を表わしている揚合は明らかに別に扱う必要があ

る．－aが霞然性（sexe）【としての女性】を表わすのはむしろ最近作られた語にっいてであって，

文法性くgenve）【としての女性1を表わす語のほうがそれより幾分か古い．このような一aに終

わる女性名詞は【単数】主格で一sを取ることはないが，その理雷はこの一5が非統辞的

（asyllta：　ique）指示詞＊sa「あの（女控の）もの」に由来するからだと考えてまず間違いない．

9これを用いたアオリストはシグマ・アオリストやs一アオリストと呼ばれる．
t° 従来は止む無くvrVtlSから作った＊vivitaよりハプロロジーを薦いて説明されていた．

11療著に誤植がある．原著者に確認済み．
12　＜＊d導ghuH，一；C£8．19．

13
橿形の初頭音の再建は難しい．原著者はこの位置に複合閉鎖音を想定する．C£4．9鼠，　9．　IOI－1◎5．
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この点にっいては遷0．39以下で詳述する．男性名詞で一a（＜－eH2）に終わるものはこれとま

ったく異なる。この場合の接尾辞峨はf～する人jのような意味を有しているらしい．例え

ば，Lat．　scrfba「写字生」は字を書くことを生業とする人のことだし，　agricolaは「畑を朝・す

ことを生業とする人メ，Rvoevodaはf兵隊を導く人」を意味している．ラテン語の主格は一sを

欠いているが，これは恐らくその発達の何れかのH寺点で「喉音」の後の一sが規則的に脱落し

たことに起因している．他方，＊polit5sに由来するGk．　polites　f市畏」，すなわちf都市（ポリ

ス）との関係を有する個人」に見られるように，ギリシア語では一sが現れるが，これは後代

に再度付け加えられたものに違いない．

9．75文法的形態というものは語基と語尾の組み合わせであって，話し手は以前に耳にした

ことのあるその組み合わせを繰り返す以外のことはしないのが普通である．問題の形態が不

規則的であれば，そうするのが必然となる，しかし，話し手が自己流に語基と語尾を組み合

わせるという場合もあり得る．その場合，社会的に認められている形態が不規則的ならば，

その人は「誤り」を犯したことになり，誤りは訂正されることになろう．だがこの誤りが他

の人々にも模倣され，ついには正しい形態として定着してしまうこともあり得る．上で述べ

た＊seneH2堵人gの主格としての再建形＊sen－eH2－sを例に取ってみよう．この言語の発達の

何れかの段階で一xs－｛＝－Has－】が硬化により一ks一となれば，［senaks］という発音になる．この

語の使用頻度が高ければ，このような発音が維持されることだろう．現にラテン語の前史に

おいてもそうであった．しかし，使用頻度がもっと低ければ，この形態は各々の世代の段階

で新たな語基と語尾との組み合わせに置き換えられてしまう可能性がある．その際に用いら

れるのはパラダイムの他の形態との関係から解き放たれた語基と，一般的に最も広く用いら

れている語尾である．ここではその結果，［senaks］が1＊seneff2－s］に置き換えられたとしてみ

よう．この時点では［H2］は少し弱まっていたかもしれないが，以前の場合と間じく［a］の音

色を定着させ，その長さを母音に与え，それ自身は無音化する傾向があれば，最終酌に［SCI｝副

が生じることになる。また別の時代に，あるいは印欧語の別の方言において，＊H2sが発音し

にくいと感じられ，［s］を脱落する傾向が生じたかもしれない．その場合には最終的に［sena］

が生じる．このようにして，古い＊eH2－sから得られることが期待されるのは以下の4種であ

る：1．［aks｝，2．［aksl（語尾が子音である場合（ただし一s以外）からの類推），3．〔asl（ギリシ

ア語の一a・語幹男性名詞のケース），4．同（ラテン語では普通これ）．ただしラテン語ではaudax

「勇敢なま，mordEx噛む」等のような一連の形容詞には2．［蚕ks］が生じている。ギリシア語

にもth6rax「鋤，　m＊rmer　）4「蟻」（＜murmaks）のような同じタイプの孤立した形態がある．

属格の形は例えば【Lat．】audacis，【Gk．｝　tli6rlikos等々となる．子音に終わる語基が子音の後

に一〇一を加えた形で置き換えられるという千年にもわたる傾向によって，－ako一に終わる個人

i4
原著に誤植がある．原著者に確認済み，
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名も生じている．これはスラブ語に頻繁に見られ，一例にNovak】5があるが，その原義は噺

参者」ということである．南フランスにはSavignacのように一acに終わる地名由来の人名が

あるが，これらはおそらくケルト語の同上の要素に由来している．この名は南フランス以外

の地ではSavignyとかSavigneのようになる16．

9．76接尾S￥　－ey一の母音度ゼrvの形一y一は擬似的な属格的慧味を持っており，一部の諸書語

では単純な母音となっている．例えば【＊】n（e）u「今」（Dan．　M：，　E　Row，　Lat．　nu－n－c）からは，＊new－o

「新しい」あるいは＊new－y－oという形容詞が作られ，後者の場合二っの接尾辞は同じ意味を

有している．これはCelt．＊NGwio－magosに見られ，文字通りには「新しい市場」ということ

であって，Noyoni7の名のもとになっている．＊－y－eH2一という組み合わせは，弱化すれば＊－i－H，一

となり，f～に所属するもの」のような意味になる．例えば狼を意味する＊蝿kWo・を例に取る

と，＊wlkWo－i恥は「【雄】3良の所有に帰すもの」ということであって，その子供を指すかもし

れないし，また当然ながら雌を指すこともある。このようにしてSkr．　VζkiやOls．　ylgrギ雌狼」

が形成される。

9．・77　＊－y－eH2の弱化した形＊－iH2（〉寧のは自然性としての女性を表わす伝統的なマーカー

と考えられた．後に文法性としての女性が生じたのだが，これは最初は指示詞によって，後

には拡大されて対応の形容詞によって衰わされた．その際，接尾辞＊一醗2，あるいはその発

達形一Eと，自然性の捲標たる＊－IH．との競合が生じることとなる．現にこの拡張はラテン語

においては歴史的事実である．嘘狼」は古典時代i‘a　lupz｝s　feminaと呼ばれており，改新によ

って生まれた一aに終わる形Iupaは「売春婦」という派生的な意味に用いられた．既に述べた

ように自然性としての女性を表わす接尾辞はラテン語ではimper2trrx，　ngtrix　f乳母」，　victrTx

汝の勝利者」に見られるように1－rig／だったのである．フランス語だとvainqueurからは対

応の女性の形を作ることができないのに，ラテン語はこの点でフランス語よりも融通が利い

て，上記のようにvictorから直接に女性形を作ることができる．これらの形態の1－k／は空格

で一sの前に立った一砺が硬化して生じ，類推によって他の格にまで拡大したと考えられる．

本来・Fは短いはずだが，例えば対格の形＊・iH2mは＊－imとなるため，このような格形からの

類推で長い一i一に置き換えられている．前述のように，＊－eH2（＋s）に由来する国一ak一を持つ形

態には接尾辞一〇が付加されることが多い．例えば＊new－ak一は帳ow一轟k－◎に置き換えられ，こ

れによってLat．【討格】pedem，【属格】pedis等に対する【主格】pδs　r足」のように，主格

が一音節であって他の格よりも短いような場合を携除し，曲用をなめらかにできるというメ

15 例えばCz．　Novゑk．

16 Larousseに載っている該当の地名にはSavignac一豆es毛glises（ドルドーニュ県），　Savign¢－1’Evξque（サルト

県），Savign6－1合s－Beaune（コ“一ト・ドール県），　Savigny－1e－Temple（セーヌ・エ・マルヌ県），　Savigny－sur－Braye

＠ワール・エ・シェール県），Savigny－sur－Orge（エソンヌ県）が，他方人名にはポスター画家・イラスト

レーターRa》窪nond　Savignac，歴史法学の複F畑面ch　K副vo筑Savigny等がある．

17パリの北北東，ピカルディー一地方の町．人ml4，426（1990）．768年にシャルルマーニュが戴冠した地とし

て有名．
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リットが生まれる．これと平行して，またこれと同じ理由で，一◎に対する女性形として，も

ともと女性形の一Tk一にさらに接尾辞一aが付加されることになった．　Gk．　mgrmδx畷」（〈

　【＊】　murmaks）が男性名詞なのに対してLat．　fomnTcai8は女性名詞，　Gk，癒6r蚕xヂ鎧」が男性名

詞なのに対してLat，16rrcaは女性名詞であるのはこの類の現象である．最後の例に現れてい

るth一と1一の交替は，【Lat．】dinguaとlingua，◎dorとolorのゆれに類する．同様に【Lat．】arn6

　「私は愛する］の諮根【＊H2em－】からal1歯a　Y女友達Aが作られ19，これを基に男性形anlicus

　「男友達」が作られたと考えられる．このような平行性は語基に母音を加えていない形を基

礎とした諸形態の場合にも見られる．その例にはfomix「丸天井」に蛇するforntix「天火」20

．があり，前者に現れる短い一i一は音論的に正常であることを見逃してはならない，母音接尾辞

を持たない形態が良く保存されているのは，audaxの一tixやngtrrxの一ixのような生きた接尾

辞が用いられている揚合である．

9．78　＊－iH2一は「喉音」が［k］に硬化した形で，スラブ語において希に見る発達を遂げた，正

則的な一ik－，あるいは類推によって長母音を持つに至った一了k一の澗者が爾いられる．この接

尾辞は一k一の硬口蓋化を経て，幼児形態の【＊】　at（t）aから作られた指小形Rotec「父」［al叡s］

のようfs　－ecや［its】，【it9］に終わる無数の人を表わす形態を構成するのに使われている21．

9．79　ここまで喉音の硬化を扱ってきたわけだが，その間ずっと問題の喉音はH2と記してき

た．この記号は当然のことだが，有声音と無声音，口蓋垂音と咽頭音など様々な音素をまと

めて表示したものである．音声学的に書えば，【これらのうち】閃と記される舌背閉鎖音に

最も近いのはドイツ語のach－Lautに相楽する無声賑蓋垂音であろう．だが，無声の一sの前で

は有声口蓋垂音もひとりでに無性化したはずである．

9．　800Pr，　Z憶に見られるように魚を示す語には常に母音uが現れるが，このような場合に

【kとして】具現しているのが果たして＊H2なのか，あるいは慣3なのかは判然としない．

だが，瑞に円唇化が加わったのがR3であり，その予期される位置において円唇性が閉鎖音

への硬化を妨げるとは思えない．したがって＊－eH3＋sは＊・ok－sとなると考えられるが，類推

が働けば【＊】　－6k－sや，＊－akW－sを経て＊－ak－sとなることもあろう．このように考えれば，「鳥」

IS ラテン語の前段階において胴nがbh－mに異化されたと考えられる，
19＊H2em－iH2＞＊amik－～＊arkr一の混交形＊anUlc一に，さらに＊－eH2＞糖を付加して形成されている．

コθ＊．y－eH2一のゼロ階梯恒K2一が主格の＊－sの前で＊－ik一に硬化し，そのままLat．　fomixに受け継がれた．重bmax

に胴いられているのは＊テを欠いた＊－eH：一であり，主格の＊－sの雨で硬化した＊－ak一と，他の形態での＊－a一と

が混交して一ak一となった．後者には母音接尾辞一。一を用いたfurnus（く“tbmos）なる別形も存在する，昔の天

火はドーム型をしていた点に両者の意味的つながりがある。
2蓋 原著には地名の構成にも用いられている旨の詑載があるが，この接尾辞を有する地名は恐らくほとんどな
いため原著者に照会したところ，地名は劇除する雷の［螢答を戴いた．－ik一は例外なく硬員蓋化（通例第3と称

される）を受けてOCS　－bc－，　R　Cz．，　Pol．，　etc．　一（e）c－，　SCr．　一（a）c一等となるが，－lk一は女性名詞を構成するときのみ

蜀じ硬口蓋化を受けてすべてのスラブ語で一ic一となる．他方，－ik－，－ik一に一y一を湘えて形容詞を派生させれぱ，

異なる硬1蓋1ヒ（通例第1と称される）が生じてそれぞれR－（e）こ一，－i6一が生じる．－i6一はpatroま1｝囎icとして非

常に広く照いられる．だが，SCr．　－i6－II　＊－ik－y一からは導かれず，＊一1k噸一を想起させることから原著者の記述

はこの点において信懸性を欠くと言わねばならない．
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等を表わす諸形態が説明できることになる．子音に終わる基底形＊krH322から出発し，　kとr

の問の母音を。階梯とし，接尾辞一〇を加えれば＊k。rH3－eが得られ，　H3が［wlを残して消え

去ることにより，ここからLat，　coru－os【＞CQrvus】「大、鳥」が導かれる．　kとrの問は同じ階

梯で，rとH3の問に母音が加わり，接尾辞一〇を加えなければ，＊koreH3（＋s）となり，ここから

Gk。　k6rax　f大烏」が得られる．　kとrの間がゼu階梯で，　rとH3の問に母音があり，接尾辞

が加わらなければ，＊kreH3（＋s）23となり，類推によって母音が長くなれば，　Gmc．＊冗r6k．に到達

し，ここにOE　hrδk，　E　rookやFfreux賦ヤマガラス」までもが端を発している．厨に終わ

る接尾辞を加えれば，中型の烏の名ができる．＊koreH3・n－aからはGk．　kor6neが，＊korH3n一か

らはLat．　cornfxや【指小形】coniTcuiaがそれぞれ生じ，後者はF　corneilleに至っている．

9．・81　声門閉鎖音はHlに想定される二つの音のうちの一つであるが，この音の調音点が声門

から舌背・軟口蓋にまで移動し，sの前のHlから閃が生じることもまったくないとは言い

切れない．確かにこの想定を支持する事実の裏付けはほとんどない．とは言え，例えばLat．

artifex職入」に昆える接尾辞一fex（－fak－s）「～する人」は一Hlに終わる語根を有すると思われ

るし，動：a　faci6「する」の一k一は一fek－sからの，あるいはむしろ完了fecT〈＊dheH－H2e－i　｛すな

わち＊dheH1・H2e－1】からの類推によって生じたのかもしれない【Cf．　9．69】．

撮蛮は一つ？複数？

9．82　「喉音」に関する議論は以上をもって終わりとするが，これを受けて印欧語の何れかの

発達段階における母音体系を敢えて再建しようとはしないことにしたい．「喉音3理論を考慮

すれぱ，理論的に単一母音体系が想定されてしまうのは明らかである．すなわち，音声学的

に言って／a1のような一つの母音しかなく，これが音声環境によって様々な音色を獲得する

のだということになってしまう．諸欝語に文証され，あるいは再建形に生じる［i］や［u］は，

古い［ay］や［aw】という連続が無アクセント音飾で弱化した場合にしかありえなくなる．伝統

的な再建法における長母音はすべて，「喉音」であれ何であれ，後続子音の脱落による代償廼

長，あるいは連続する二つの母音の融合と説明されねばならないのである．ニーカサス諸語

の例があってはじめて，雷語学者は母音が一つしかない言語，あるいはさらに母音音素を持

たない言語の存在を検討する勇気を得た．っまり子音はすべて自動的に支え母音を伴い，そ

の質は音声環境によって決定されるというような言語も存在し得る．だが，このような言語

を細かく，実際に調べてみると，単一母音体系と考えられるのは，外来語や周辺的・平俗な

語彙，さらには俗語を除外した場合であって，さらに，実際に文証もある古語的な要素を共

時的に有効であると無理にみなした場合だけなのである．ここから次の結論が得られる．言

語学者は正当な根拠をもってここまではよしと線引きを行い規範を決定するのだが，その枠

22
原著者に照会したが，意図的に母音あるいは成節ソナントの記載をLていないとのことである．

23
原著には誤植がある．原著者に確認済み．
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の外をまったく無視することはできず，いかなる言語のいかなる段階であれ，一時点での規

範に完全には合わない，あるいはまったく合わないような諸特徴もあって不患議はない．以

上を考え合わせると，印欧語の話者が，いかなる時代に身を置いていたにせよ，［i］や厨を

発するのが困難であったとなどとは，とても考えにくくなる源謝G｝．ここでFneu£臨ew，　G　Reu

【＜＊11cw－】や，あるいは1）an．　ilu，　E　no、v～　Lat，11u－ll－c【〈＊nu－，‡nG－】に用いられている語根を

例にすると，以下の二点が指摘できる．まずは，両者のうちより古いのは副詞の＊［呵であ

ろう．ただしDan．11uでは短い［u］が生じているが，　OE磁では長い．次に，この＊nuから「新

しい3を意味する形容詞の基体＊new一が作られたと考えられる，つまり，例えばGk．　pu－n－th－

an－omai「尋ねる3と未来形のpe6－s－omaiに見られるようにuは無アクセント音節にのみ現れ

るが，こうして得られたewとuとの交替を敷街したのである．

閉鎖音は3棄列？4藥列？

9．83すでに上で触れたように，サンスクジットを出発点としない限り，祖語に無声帯気音

の系列を想定すること，すなわちインド語のみに見られる二系列の帯気音が両方とも祖語に

存在していたと想定することはできそうもない．実際，サンスクリットの無声帯気音が現れ

る対応は数最的にかなり少なく，無声帯気音phが生じるのは語頭のsp熱という連続の揚合

が多い．一例を挙げるとGk．　sph6n「くさびj，OE　sp6n　「木片」，E　spoon　rスプーンjとSkr．　sphy6－

「木のしゃもじ」2秘が比定される．この場合，初源的な語根はbh一を有していて，この前に

無声のs－m。bileが加えられ，そのためにbh一の有声性が失われたのだとみなすことに何の障

害もない2S．サンスクリットとギリシア語に帯気音が生じる場合，ゲルマン語では葬帯気音

が生じて，Skr．　bhにはbが舛応するが，これは無声のsの後で自動的にpに至ると期待され

る．例えばSkr．　ph6na一ジ泡」のようにph一が語頭に生じている場合には，　spoaynoを示す古プ

ロシア語のような他の言語からすると，s－mobileとゼuaとの交替が行われたと考えられる．

インド語の無声帯気音は，単純無声音と古い「喉音」の弱化によって生じた［k］との結合で

あると説明されるケースが大多数を占める．気音を欠くGk．　plat飴と比定される【Skr．】pxth“一

「広いjにっいては9．δ26で触れたし，「道まを意味する語【pathi－】のケースについては詳述

した【8．26】．ここでは騙」（Fro翼e）に当たるLat，　rotaの例を加えておこう．この語は＊roteH2

Epm・註101　Cf．　Andr6　MARTINET，　R6湿exion　sur　le　vocalisme　de　1’indo－euroP6en　collrmzM，　Homehafe　a　Aiztoiiio　Tovar，

【1972，】p．301－304．岡文はEvolUtion＿，　p．108－113に再掲されている．

24一般の辞書には「木片1に類する意味しか記されていないが，Monier－Williams（1899二1271）によれぱ，祭壇

に洪える粥をかき混ぜる際に照いる剣のような形をした長く平らな木片，あるいは祭壇の形を整えるときに

用いる嗣様の本kを指す．原著に添えられた仏訳く＜louche　de　bois＞》f木の杓子Sに合わせて本文のような訳と
した．

asだが，このような立揚を採らない研究者も多い．　PokomyとWatkinsはそれぞれ＊sp（h）ξ一，＊spε一を立てる．

また，Mallory＆Adanis（199フ：33）でシカゴ大学のPaul猟eddchは＊H20sp－fヤマナラシ」から派生した＊瑞sp－i6一

からメタテーゼによって＊spH，－i6－＞Skr．　sphya一を導く案を紹介している．

as 原著に記されたp．39は誤りで，　p．134に訂疋されるべきである．原著者に確認済み．
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に由来し，形容詞的接尾辞一〇一を加えれば，第二音節の母音が脱落し，＊rotH20一となって，気

季　で　／｝　塩　’t　セ

音を伴うSkr　ratha－「馬車，二輪戦車」が得られことになる．ギリシア語は，　platSs，　p6ntos　r海」，

及びhi－ste－miの語根一・stfi・・2？に見えるように，多くの揚合このような気音を持たない．だが，　Skr

pgth－uka働物の子」と比定されるparth－6nos拠女」や，　Skr．　－thaに当たる完了二人称単数の

Gk．塘aのように気音が残っている場合もあり，後者は特に注目の対象となっている．

9．84　このようにして，印欧祖語における4系列の想定は断念できよう．だが，こうして得

られた3系列が，実際どのような音的特徴によって区別されたのか，という問題が持ち上が

ることになる．従来の考え方では，これら3系列はそれぞれ無声音，単純有声音，有声帯気

音とされた．ところが困ったことに，このような組み合わせを持つ言語はどこにもない28．

実際，有声帯気音が現れるのは，サンスクリットのように無声甫気音もあわせ待っ書語にお

いてのみである．声門の性質からして，声，すなわち有声性を形成する声帯の振動と，声門

間での摩擦とを閥時に行うには，声門の前部と後部とで異なる動きを同時に行わねばならな

い．つまり，前部では声帯が接触し【て声が調音され】，後部には肺からの呼気が通過する隙

問が残され【て気音が調音され】るのである．このような微妙な組み合わせは，問題の体系

が有声性と気音化という調音タイプを持っている場合には両者の組み合わせとして存在し得

るが，これらの調音タイプのどちらかが欠けていれば，その存在意義を失うことになる，無

声帯気音は呼称こそ単純な調音とも言えるが，問題の言語にこの音がなければ，有声帯気音

は，エコノミー，すなわち最小労力の法則によって，その有声性を失ってしまうのである．

このようにして，問題の体系から有声帯気音を排除するならば，伝統的に＊bh，＊dh，＊gh，＊ghw

と記される系列はこの表記とは異なる実現を持っていたと考えざるを得ない．

9．85　3系列の閉鎖音体系は下記の3種の声門位置を用いることが最も多い．

　1）声門の唇状の部分が接近している状態．この状態のまま口腔内での閉鎖が開放され，

　その瞬問に声帯の振動が開始される．

　2）声門がきつく閉じられた状態。口腔内での閉鎖が開放された後【ほぼ同時】に声門閉

　鎖の開放が聞こえる．これはいわゆる声門化である．

　3）声門が広く開いている状態．口腔内での閉鎖が開放された後にもこの状態が若干続け

　ば帯気音となる．

9．86　このような体系において，有声性，すなわち声帯の振動が用いられるのは，母音と，

声の支えがなければ良く聞き取れないような一部の子音である．これらの子音は，各々固有

の方法・規模で，口腔内の，あるいはさらに鼻腔内の共鳴蜜で声が響いてはじめて，明瞭に

聞こえるようになる．これに該当するのは［ll］，〔m］，｛1］，〔r］や，両唇のV（スペイン語のV

及びb）【唖Pj】のような弱い調音である．

z7　C£　Skr．　Sthti－．また，原著でp6ntosの後に置かれたコンマは誤櫨である，

圏 Madureseと1くelabitが儀蜜外らしい．
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9．87　したがって，これらの3系列は次のように特徴付けられよう．1は声門が中間的状態

である単純音，2は声門が閉じられた声門化音，3は声門が開かれた帯気音である．舌尖音

を例に取れば，これらは以下のように記すことができよう，

　
？
　
h

十
し
t
f
し

1
2
39．・88上記の1にっいては，【口腔内での】閉鎖が開放される前に，後に続く母音を先取りし

て声帯の振動が開始されることもあり得る．このようなことが行われたとしても，単純音と

区別される有声閉鎖音が存在しないのであるから，何の不都合も生じない．このため，上記

の体系は次のような状態に至る可能性もある．

d
？
t
止
し

1
2
39．89　謡者は必要以上のエネルギーを使うことを望まないものであるから，この種の体系に

おいては，帯気音に重きが置かれて声門化が翼立たなくなり，2が単純なtに近づくこともあ

るし，その逆に声門化が強調されて帯気音がなおざりにされ，3が単純なtに近づくこともあ

る．

9．・90　発達のもう一っの可能性として，声門化が先取りされて開放が早まり，問題の子音が

部分的に有声化することもあり得る．この場合には［t’｝は［7d］に転じ，体系に有声閉鎖音がな

ければさらに［d］となる．そうして得られるのは下記の体系である．

t
d
止
し

－
＾
（
∠
3

9、91　アラビア語，ヘブライ語，メソポタミアのアッカド語等の祖先であるセム祖語の再建

においても，3系列の閉鎖音体系が想定されており，ここでは声門化が用いられる．声門化

は今日でもエチオピア語に現れるが，現代アラビア語では「強調3に転じており，f強調」は

声門のレベルではなく咽頭で行われ，有声性及び無声性と組み合わさることができるため，

結果として4系列の体系が生じている．
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L　d

2．　t7

3．　th

　
　
　
A

l
G
t
・
d
．
試
じ

L
2
7
」

　
　
＜

〉

＞

A

9．・92　これまで単純音と呼んできた音素【＝1】はここでは明確な有声音であり，これに呼応

して，声門を開いて調音される閉鎖音【＝3】の気音はないも同然である．【9．87の体系を基

礎とすれぱ】この二つのケースでは声帯の振動が先取りされていると雷える．

9．93　印欧祖語に関して，非常に古い時代に声門化音の系列が存在したと考えるのが今日で

は著通になっている．この声門化音【e．g．　t’】は声門閉鎖を前置した音【e，　g，7d】を経て，古

典的図式の有声音に至る［職11！．下記左欄のような初源的体系が右欄のような体系に移行する

のである．

　　　　　　　　　　　　　　　　1．　t　　＞　t

　　　　　　　　　　　　　　　　2．　t？　　＞　　d

　　　　　　　　　　　　　　　　3．　th　　＞　　th

9．94上記のような再建を支持する要因として，再建される最古の段階に＊bが存在しない

という点がある．例えばラテン語で語頭にb一が現れるのは，外来語の場合や，古いdw一が転

じた場合，あるいはまた様々な隅然の結果の場合に限られている．若干例を記しておこう．

bonus「よい3は【＊】dweRosからの，　bls「二度」は＊dwisからの転化であり，後者にはdu6

「2」の語根が含まれている．barba「髭」は本来＊farbaが期待されるところだが29，第二音

飾の一b一が初頭にも周いられて生じた形である．語頭以外の場合では，barbaやverb雛m「こと

ば」の一b・は＊dhに由来しており，現に英語の対応語beardとwordにはdが現れている．ま

た，既に触れたように，ゲルマン語でも祖謳の＊bに対応するpが現れるのは，外来語や感情

的な形成の場合に限られている【5．64】．さて，唇音の類に声門化音が欠けていることは，こ

の系列を持つ書語において頻繁に見られる特徴である．Tro穏bet丞oy［雛三21が記すこのような言

語の実に半数以上において，p’は存在しないか，存在する場合には例外的であったり使用頻

度が低かったりする。声門化音を発する際の条件を調べてみれば，この事情は非常によく理

解できる．このような音を発するためには，口腔内での閉鎖と声門閉鎖とを同時に行い，続

｛臓111ここで試みたのと岡種の再建について，下記の文献が入念に取り扱っている．Tlhomas　V
GAMKREL嚢）ZE，　Language　typology　and　language　universa！s　dIi（l　their　implications　for　the　reconstruction　of　the　ihd◎－

European　st。P－system，　Anzsterdant　Stttdies　in　the　Tlie・t＞・　and　｝iistoryグ加19π融o　Science，　IV，　Current　lssues　itl

Lingttistic　Theoiy，　p．571－609．ここでは有標の概念が特に力説されている．【C　f．　FabiKpemin3e　＆】｝｛IBaHoB（1984），

由口（1995），1

29＜＊bhardha（Watkins），語頭の＊bh＞Lat．　fは常則．語中の＊（蝋＞Lat．　dが原則だが，　rの前後，1の前，　uの後

ではLat．　bが対応する．　Palmer（1954：228f．）．

1馳121P万凋ρ854ゆノ30？10！09ゴθ，　Pa亀夏949，　P．165fil
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いて喉頭を持ち上げることによって，閉鎖された二点の間に閉じ込められた空気の圧力を高

めねばならない．目腔内での閉鎖の開放が闘こえるようにするためには，このような圧搾が

不可欠なのである．口腔内での閉鎖が口腔後部で，例えば口蓋垂で行われる揚合，閉鎖され

た二点の問に閉じ込められた空気の俸積はわずかであり，そのため声門を上昇させれば必要

な圧力がすぐに得られる，口腔内の閉鎖が硬臼蓋や上顎の歯茎で形成される場合には，密閉

された部分がもっと広いため，喉頭を同じように持ち上げても内部の圧力はあまり上昇しな

くなる，とは言っても，この密閉部は筋肉の塊である蓄と骨とで形成されており，その隔壁

は強固である【ため声門化音の調音は可能である】．だが，口腔内の閉鎖が唇で作られる場合

には，この部位と声門とで密閉された部分の体積は相当大きくなり，その上，問題の密閉部

の隔壁の一部を成すのが弱い筋肉組織である頬になってしまう．このような条件の下で声門

化二音を発するのはかなりの困難を伴うのである．

9．・95　声門化音が声門閉鎖音を前置した音を介して有声音に転じるのはよく確認される現象

なのであるから，印欧祖語の古層において，ここで2と記している亡7がdに転じたと想定す

ることにしたいと思う．閉鎖音全体の体系を記せば，左の体系から右の体系への推移が行わ

れたと考えられる．

w

w

恥

璽
K
σ
ご
唾
K

k
g
N

t
d
通
L

　
　
　
わ

P
　
◎
ム

L
2
ヱ

→

w

触

㎞

”
K
レ
焦
レ
焦

　
フ
　
ぬ

’
K
w
K
レ
へ

　
？
　
h

十
し
　
t
　
重

　
　
　
　

0
▲
　
P

L
2
39．96　ラテン語とギリシア語の子音組織を説明するだけでよいなら，後者の図式を出発点に

すれば充分である．例えばラテン語では上記2の系列が以下のように現れる．Id，　gは】du6

「2」，genus「種類」の語頭に，【gw　pま】illguell「鼠瞑部」㊧語中に，911がllに弱化してveni6

「私は来る」の語頭に（Cf．　Goth，　qiman30　＝　kWiman）それぞれ現われ，すでに触れたように［dw－1

からbが生まれた【9．94】、1の系列はpater　F父」，　tres「3」，　cor「心臓」，　quod　f何」に現

れている．3の系列は閉鎖が弱まり，まずはf，う，X，ズとなり，かとズが排除されてfに転

じたため，この系列は最終的にfとhに縮減した．ただしb，ズ＞fは語頭の場含のみであって，

語中では音声環境によって様々な結果になる．語頭の例を記しておく．fer6「私は運ぶ」：Gk，

ph6r6（E　bear）【＜＊ph｝　；　faci6　f私は作る・為す」：Gk｛f－th6－mi「私は置く」（E　do）【〈＊th　l；hiems

「冬」：Gk．　klieini6n「冬」，　khi6n　r雪1【く＊kh　l　；　fonnus「熱い，暑い」：Gk．　themm6s（E　warm）

【〈＊khw】。最後の例で帯気唇軟口蓋音31はeの前で規則的にGk．　thとなっている．

9．97　上では初頭に帯気音を有するギリシア語形に英語の形を付け加えておいたが，これら

30原著に誤植がある．
3【 原著に記されるlabiodentaleは明らかに1abiov61a廊の誤りである。
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からも窺われるように閤題はこれほど単純ではない．3．ph，　tl’，　lci’，　khwの系列からはゲルマン語

のb，d，g，wも，ケルト語のb，d，gも，スラブ語のb，d，　z，　gも説明できない．これらの言語で

は何れも有声音が生じているのである。そこでやはり3の系列は，あ鐘，気音と有声

性が結びっいた音素に転じたと考えねばならない．これはサンスクリットや伝統的な比較言

語学で用いられた音素である．だが，この段階で第4の無声帯気音の系列を想定する必要が

生じる．ここで3と称している系列の音素32と，より古い無声の「喉音」の残存物である［h］と

が結合して生じた系列である．例えば【4の】［t＋h］の結合は13の】やと合一することはな

く，前者の声門での調音はより激しいから，両者の差違を明確にするためにρが弱まり，弱

い有声音に転じると考えられる．これら【4の】強い帯気音（t＋h＞＊th）と【3の】弱い帯気

音（細〉＊dh）の両者を保持したのはインド・イラン語のみである．ラテン語を含むイタリッ

ク語とギリシア語は両者を8に合～した．他方，北部ヨーロッパの諸言語は【4】糟を＊tと

合一させ，【3】＊d駐は最終的に［d】に縮減した．この［d］は【2の】書い＊d（く紹）の結果と合

一 しないこともある．例えば，ゲルマン語はdhをdとする（E　do）が，＊dはtとしている（E・two）。

また，ケルト語はkb6「雌牛」33に見られるように2の系列の＊gwをbとするが，【0】lr．　gonim

「私はあやめる」34のように3の系列の＊9hwはgとしている．

9．98　ヒッタイト語は，hと転写されることがあっても単純な気音ではなく，固有の子音と

して，古い喉音の一部を保存しているのであるから，その前史において単純音と閃との結

合から萩たな帯気音の系列を生み出すプnセスに参与したのかどうかは興味深い問題である．

何れにせよ，ヒッタイト語は，我々がここで呼んでいる1の系列と残りの二っの系列は区別

しているようだが，2と3の系列を区別した痕跡を持たない．現行の音価推定に従えば，系

列1と系列2＋3は強音と弱音の対立ということになろう．

9．・99　印欧語の閉鎖音体系について上で想定した癸達は下記のように概括できよう．

＿
I
t
7
t
山
し

　

L
2
3
蕉

　　II

＞

1
｝

　　II夏

　　　　t

＞　d
　　th

　　t＋h

W

t
d
げ
や

A

9．IOO上記IVはサンスクリットの体系に等しい．ギリシア語とイタリック語に関しては，　W

から出発して，3と4の系列が合一したと考えられる．ヨーロッパのその他の言語に関して

は，恐らく4の系列が1の系列に合流したとみなしうる．

32 源著者に照会したところ，誤記ではないとの回答を戴いた．私見ではやはり1の誤記を疑う．
3コく＊ gwou－．　C£Skr．　go－，　Lat．　b6s，　Gk．βoOもOCS　gov¢do（R　roBsum｛a「牛肉」），　Gmc．＊㎞z（OE　cU，　E　cowヨGKuh），　etc．

M＜＊ gh”ell－，　Cf．　Skr．　han－mi　‘tl　slay”，　Gk．　rp6vog‘“murder”，　eeivco　“1　strike”，　OCS　2　g，　etc．環代アイルランド語では
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複含閉鎖音

9．IOI　ここまで触れずにおいたが，閉鎖音には，再建作業において考慮しなければならない

もう一つの系列がある．これは，複合的な調音であり，初源的な形態の再建についてはいま

だ定説がない．一例にF熊」を表わす語の対応から祖形を考えてみよう．この動物はサンス

クリットで重ksa－35という形態を取り，ギリシア語ではark｛o・，ラテン語ではursu－s（〈＊urcso－s），

ケルト語のウェールズ語ではartlt36（〈＊arkb－）である．ケルト語の形態からは＊H2er一が予想

され，これはサンスクリットとラテン語から予想される＊H2g一と交替する．ギリシア語とケ

ルト語のtがサンスクリットとラテン語の」〈　一一音あるいはシュー音と交替しているが，この

交替が見られるのは，その前に軟隣蓋閉鎖音がある場合に限られている。この交替はまた，

斧や類を表わすよく知られた語にも現れる．同種の複合は上記の3の系列にも生じる，例え

ば「大地」の呼称はSkL　ksaln－，　Gk，　khth6nである37．伝統的な再建においては，この複合の第

二要素に無声あるいは有声の歯問音が想定される．これは，英語のthinの£hを聞いたとき，

外国人がsi11やtinとよく混岡することから着想を得た考え方である．だが，比較言語学者諸

氏の中でも思慮深い方々は，この場合に記される炉は，未決定の音的実現に対する単なる慣

例的な表記としか考えていなかった．

9．102再建される印欧祖語には，複合調音に対応する他の音素もある．＊kWの想定に際して，

［k］と網の調音が同時になされるとみなしている．だが，［wlの要素は閉鎖の開放の瞬間の

みに聞こえるわけではなく，その若干後にも余韻を残すものである．ラテン語のquattuorに

は［kW］が想定されるが，これがスペイン語のcuatroで［k］＋［w｝に転じているのはそのためで

ある．特に西アフリカを中心として多くの欝語に，［k］と［p］の調音を結合させた複合音素が

児られる．これはIk］の閉鎖と［p］の閉鎖を連続して開放する音であり，肺から．Lってきた呼

気が，まず舌背と軟口蓋で作られる閉鎖にぶつかり，次に唇での閉鎖にぶつかることになる

ため，この連続的な開放は明瞭に聞こえる．こうして1kp／，！gb！と記される唇軟口蓋音の系列

が想定されることになる．これらの音が弱まればkw及びgWに転じやすいことは容易に理解

でき，そのため，1kW／を持つラテン語のquisが本当は［kpis］に潮ると考えることに何の障害

もない．例えばオスク語に想定される＊kWisからpisへの変化も，単に［k］が弱まることによ

って［kpi］が［pi］になったと考えれば，遥かに簡単となろう．ラテン語のaquaに出来するル

ーマニア語のapaの例は，確かに［kW］が直接に［p｝に転じ得ることを示唆するが，その中途の

殺階でこの［kp］が生じなかったとは雷い切れまい。

9．103　本題に戻って，｛熊」とF大地」を表わす語のケースを再度取り上げると，khth，　kt！k§

goinimと綴られ／96醐痒／と発音される，
3S 原薯には一般の読者の便を考えた記載法が用いられている．原著者の了解を得て，以下では通鴬の綴りを
記す．

16 原著でgalloisの直後に置かれたコンマは誤殖である．原著者に確認済み．
37
その他の君語における反映等にっいてはW章訳註23を参照．
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の対応から［kt］，［gd』のタイプの複合音素を想定できるのではないだろうか．この［kti，〔gdlは，

二っの閉鎖音の問にあった無アクセント母音の脱落によって生じた＊kt，＊gdという連続とは

異なる．ここから言い得ることに，例えば＊okt6「8」のような形態において，いわばoket6

のように＊kと＊－t一の間には母音の痕跡が長期間にわたって残存していたと考えられよう．

9．104　上で提案した［kt｝のタイプの複合音素は，サンスクリットとギジシア語以外では簡略

化した形で現れる．上に述べたようにラテン語のurSUSでは一S一が，ウェールズ語のartliでは

thが生じているものの，帯気音である3の系列からきれいな蛇応が見られるのもまた事実で

ある．「大地」の名称の語頭にはgdl’が想定できるが，この音素が本来の複合性を保っている

のはSkr．　ksam一とGk．　khth6nのみであり，その他のすべての場合に＊ghあるいは＊dhの反映が

見られる．当のギリシア語でも「地面にjはkhamaiであり，またラテン語ではh㎜IIであっ

て，両者は起源的に同一の形態である．「大地」はラテン語でhumusであり，サタム語では＊gh

に規則的に対応するzあるいは乏が生じて，Lith，乏Eme，　OPr．　semnユe（＝zeme），　OCS　zemljaとな

っている．神に対して地上の存在である人間は，接尾辞一en一を伴ってLat．　hom6，属s9・　liominis，

OE　gumaのごとく呼ばれる，後者の形態は変形によって【E】－groomとなり，bhdegroom　r婿」

に残っている．Gk，　khth611に対応する語にIr．　dU38　f場所」，対格d◎nがあり，【その派生語のl

duine39はやはり「人間」を表わす．

9．105　同様の＊gchと＊gl’との交替は魚の呼称にも現れ，　Gk．　iichthasには複合形【＊g朔が，

バルト語の諸形態iuvls，　zuk－，乏uk一やArm．　juknには簡略形【＊ぎユ】が生じている．上詑【4．9ff．，

9．73】を参照のこと．

スー音

9．106上に述べたように，＊gChも＊k1もサンスクリットではk§一となるわけだが，この変化は

＊ttという連続の奇妙な振る舞いを思い起こさせる．この連続は語根末の舌尖音に接尾辞初頭

のtが後続する場合に生じる．この連続がそのままの形で保持されることはほとんどない。

その唯一の例外がサンスクリットであり，類推によってこの連続が復活したと考えられる．

それ以外のすべての琶語で，この連続は一st一あるいは一SS一の形状を取る．例えば，　F見るj及

び「知る」を意味する藷根である＊weid4wid一に接尾辞一亡6rが付加されればGk．（w）istδr贋人」

が得られる．またLat．　pat－ior「私は苦しむ」の過去分詞はpa重＋tosよりpassusと説明されてき

た．だが，これらの言語でもまた，類推による復活が行われたと考えられる．接尾辞初頭の

子音が復潜すれば一st一が生じ，語根末の子音が復活すれば一ts一となってさらには一SS一に至るこ

とになる．実際，発達のいずれかの段階で重子音が単純子音に置き換えられたとみなす根拠

はふんだんにある．一例を挙げると，“to　be”に当たる動詞の二人称単数形はesに語尾一siを

3s 正書法に従えばd直，
39 現在の発音では，本来的な母音であるuが非硬ll蓋化のしるしとなり，逆に本来的に後続子音の硬口蓋化
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加えて作られるから，＊essiとなって＊－SS一が生じることが期待されるが，ギリシア語の対応

形はeiであって，その以前の段階には＊esiが想定されてしまう，母音閥の一s一は規則的に脱

落するのである．この＊－tt一から＊－s一への推移が何によって引き起こされたのかは不明だが，

その中途で＊－ss・の段階を経たことは間違いない．他方，この現象の原因が杳として不明だと

しても，閉鎖音がスー音に転じる推移が存在していたことに疑問の余地はない．この発達を

想定することによって説明が与えられることになる形態論的な特徴については後述する

【10．36，10．ll2】．

9．IO7　この考えを押し進めると，伝統的再建で一つとされるsが古い複数の音韻タイプに対

応していると考えることもあながち無理ではない．上で述べたような＊t，紹，攣という閉鎖音

の三系列を持つ世界の雷語の大多数は，［p］，［tl，閃のような厳密な閉鎖音の類の他に，様々な

破擦音の類，無声音のみを記すと，特にtsや｛§，さらにはt1－4°を持つtだとすれば，我々が

再建で罵いる一っの＊sが三音素を有する一つの類に湖るとみなすことも可能だろう．［ts］を

Cで表記するなら，これらは＊C，　＊C？，＊chと再建できよう．これらの破擦音が弱まって単純な摩

擦音sに転じる過程が，声門化音の有声音への推移以前に生じたとすれば，これらの三っの

単位が交じり合って一っの音素を構成したことにも納得が行く．声門化と帯気音化は閉鎖音

あるいは閉鎖音部に加わる特徴であって，摩擦音には関わりを持たないからである．有声音

の場合を除いて，摩擦音を発するには声門を全開にする必要があるのである．

9．108文証される諸言語においても，再建形においてもsの出現頻度は高い．上記のように

スー音の類を想定することによって，この頻度の高さに説明が与えられることとなろう．名

詞の単純な蝕用においても，主格と属格の指標へと発達することになる助詞（particule）と，複

数の指標へと発達することになる要素とは，畜代において区別されていたと思われる，ヒッ

タイト語にもこのような仮説を支持する特徴が見出され，この仮説が広く一般的に様々な言

語の音韻体系から今艮得られた経験の上に構築されていることを認めねばならない。比較言

語学で伝統的に扱われてきたすべての雷語において，すべてのsは一定の環境において同じ

振る舞いをする．

ソナント

9．109　ここまで流音と鼻音については，ソナントというカテゴリーに属すということしか述

べていない．ソナントとは，yやwと同じく，子音として働くこともあるし，「母音」として，

より正確に雷えば音節核として働くこともある音素を指す．アクセントのある音飾には母音

が生じ，この母音は後代にeあるいはoの形で現れる．アクセントを失った音簾では母音が

を表わした1が母音となって，1dide1と発膏される．　Cf　Lewis－Pedersen（1937：98f．），　R瀬肥の発音に似ている．

40 破擦音とすれぱ，側面摩擦音に終わる［tl］が意図されていると思われる．　ll本語話者にもチあるいはキの

子音としてまれにこの破擦音を用いる入がいる．例えば本学の教務課教務係の外眠にこの現象が観察される、
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失われるが，もともと母音の後に鼻音や流音の1やr，あるいはyやWがあれば，これらの

ソナントが音節核として機能するようになり，それぞれagz．g，！，x，　i，　uと記される．そのため，

これらの子音としての性質が失われてしまうこともある41．ただし，これらのソナント根亙

の区別ははっきりしていたと考えられてきた．

9．IIO古代において1とrの区別が脅かされていなかったという証拠はない．側音と額動音

の区別があいまいであったり，あるいは区別がまったくないような雪語も世界の各地に多々

あり，例えば日本人はvlllaをbiraのように発音する．だが，＄い印欧諸言語の中で，この区

携があやしいのはサンスクリットのみである．

9。摺　鼻音に関して言うと，【mとn】各々の区別に疑義が投げかけられることはほとんど

ない，再建される語末の＊－mが一nとして現れることも確かにしばしばある．例えばギリシア

語の単数対格や複数属格の末尾がこれに当たる。しかし，祖語において唇音と舌尖音の区別

があやしかったと想定する根拠はない．語の内部において，mやn，あるいは［g］といった鼻

音の質は隣接する子音によって決定されることが多い．【例えば】動詞の活用において鼻音接

中辞と呼ばれる要素がある．これは，Gk．　e－lab－Oft「私は取った」｛アオリスト｝に対する現在

形la－m－banδ「私は取る」や，　Lat．　il瞬f私は残した］【完了】に対するli－R－qu6「私は残すi

の場合のように，語根の宋尾子音の前に挿入されることのある鼻音である42．とは書え，Lat、

centum「勘に見られるように一t一の前では一n一が期待されるところだが，この位置でもLith，

善1戴asにはmが保存されている．これは【＊】　dektp「10」に接尾辞一to一を加えて作られた派

生語【＊】（d）k嘩一to一阻に由来している．

前置鼻曹化音43

9．臼2　ここで一11t一の問題を取り上げねばならない．－nt一にはもともと一n一と一t一の問にあった

母音が脱落したことによって生じたものも，centumのように語根末と接尾辞初頭の接触によ

って生じたものもあるが，これらに当てはまらない複合音の一llt一に出会うことも非常に多い．

言い換えれば，－nt一が子音連続ではなく，一つの単位として振る舞うように見える場合が多

いのである．加えて，その出現頻度から察するに，二つの音素の結合というよりも，単～の

音素であったとも思われる．さて，各々の類において，例えば／d1のような非鼻音と1iVのよ

うな鼻音の他に，かd1のような揃置鼻音化音」（pr6nasalls6e）を持つ書語も世界にはめずらし

くない，セネガル入によくある姓にN’diayeがあるし，チャド共和国の首都の名はヌジャメ

ナ（N’djamena）であってその語頭には前置鼻音の［n鵡が生じている．またユネスコの事務局

41 例えば憩，pはギリシア語とインド・イラン語で母音aとして現れる．　C£（E）Kατ6v，　Skr．　Satam，　Av．　sat∂m＜犯

＊k耶t6m「百」．

42
後続子音への岡化によってそれぞれInとIg］が生じている。

43 原著者は本書（初版）が刊行された翌年にこの問題についてMartinet（1988）を発表している．
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長の名はムボウ（M’bow）である．鼻音と閉鎖音の間にアポストロフが綴られているから母音

が省かれているように感じることだろうが，もちろんそういうことではない．

9．113　だが，この現象はアフリカにのみに見られるわけではない．バスク語のmakila騰」

は明らかにLat．　bacMum，複数baclUaに由来しており，この例からすれぱ古代バスク語には1「mb／

があったと考えられる．様々なデータの比較によってエウスカラ語には弱いp一と帯気音のp一

が想定されるが，ラテン語のb一を写すのにはこれらよりもIMb／のほうが適当だったのである．

例えば，ラテン語で9にわとこjを表わすsambUcusはsabticusとゆれており，　rSb1は地中海

沿岸地域にかなり広く分布していたと考えねばならない．

9．Il4　このようにして，印欧語の古い段階に前置鼻音化音が存在していたとみなすこともで

きよう。特にその可能性が高いのは舌尖音の類であり，例えば1の系列にはevが，2の系列

にはM’1があり，後者はがd／に転じたと考えられる．このような調音が，伝統的な唇軟口蓋

音44に対応する音や，「熊」や「大地」の呼称に残る音のような，他の複合音素に加えられよ

う．

9．｛｛5前置鼻音化音は母音間ばかりか語頭にも生じる．それが一音素を成すのではないかと

考えられるのはこのためである．アフリカの最高峰キリマンジャロ（KilimaRdjaro）の名を音節

に分けるとki－li－ma－Rdja・roとなるのはまず確実だが，　s－uッパ人だったらこのような切り

方はしまい．古い＊牛が語頭にあった揚合，文証のある印欧諸語でどのような癸達を遂げた

のか，よくわからない．【＊nt－〉［11－］の想定には無理がある．】n一ではじまる語は，否定の場合

に用いられるから，テキストの中でまれではないにしても，このような語は印欧諸語の語彙

の中ではあまり多くない．＊K－〉［司という癸達も考えられないことはないが，このような発

達を支持するデータは発見されていない、

一齢騨の交薔

9．116印欧祖語において一11t一が特殊な位置を占めていることに注意を向けると，有り難いこ

とに，一連の中性名詞の朱尾で一rと一n一とが交替するという奇妙な現象45に説明が与えられる

ことになる．この現象は非常に多くの雷語に残っているが，特に顕著なのはヒッタイト語に

おいてある．他の言語においてこの現象は淘汰される過程にあって，痕跡を留めるに過ぎな

いが，ヒッタイト語の場合には生きた派生法に用いられているのである．最良の例はLat．　feniur

「腿jであろう．この語の主・対格はこの形態を取るが，その他の格の語基はfemin一であり，

例えば属格形はfeminisである，だが類推が二つの方向に働き，主・対格形femenとその逆に

属格形femorisが形成されることになった．後者は最終的に規範として確立され，ここから形

容詞形fen20r盃lis　f腿の」が派生している．

44 原著の1abiov61arisξesをlabiovdakesの誤記とみなした．

“5いわゆる異語幹曲用（heteroclitica）．
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9．117　ある古い段階において，末尾の＊一’「tが一nの方向に進み，これに押される形で＊・nが一r

に転じたと想定したいと思う．母音間の＊暁一は一llt一に転じやすいため問題にならない．名詞

の申で中性名詞のみが語末の古いnを持ち得た．有生名詞はと言えば，後に男性名詞と女性

名詞に癸達することになるが，これらは常に語尾，すなわち対格では一m，主格では一sを持

っていた．【有生名詞の場合で】語基末の一11一が語末に現れるようになるのはだいぶ時代を下

ってからのことである．つまり，主格末尾の連続11・・sは子音連続の簡略化によって排除され

【てnとなり】，次にその前の母音が【nと合体して】鼻母音化し，その鼻母音もしばらく後

に口母音化して鼻音的要素が消滅したが，後になって他の格からの類推で鼻子音が復活した

のである46．

9．118確かに一nに終わる申性名詞は多数文証されている．例えばラテン語には撫燃en「川」

やcam玉e鷺鰍」をはじめとして数語がある．ここに現れている一menは一mentに，さらには一m導t

に歯来する．＊－llが一rに転じた直後に纏が一nに縮減したためである．　camlenとu一マのニ

ンフCallnenta（切れ目はCamlent－a）の名とを比べて戴きたい．

9．119　ラテン語のこれらの中性名詞においては，使用頻度の特に高い主・対格形からの類推

によって一n一が他の賂にも広がり，そのために属格の形はn醜inis，　carmlnisとなっている．他

方，ギリシア語の対応形では主・対格一ma（く＊m導），属格一matos（＜＊1㎎t－）であって，後者では

母音に挟まれたため本来の機が保存されている．ラテン語でも，このような中性名詞に接

尾辞一◎が付加された場合には，問題の一t一が残っている．古い一menはこのようにして作られ

た一mentu一に置き換えられることとなり，－mentの形でフランス語の非常に生産的な派生要素

として今霞に至っている47．非中性名詞において，主格の一〇ntは様々な発達を遂げた。ギリ

シア語の現在分詞では一6nとなったが，ラテン語では例えばp6ns驕」に見られるように一〇ns

となり，［－6s｝と発音された．

9．120　ラテン語でやはり一erに終わるiter「道」は，末尾の＊－nが一rに癸達したもう一つの

例である．この語の属格の形はitinerisであり，また別形のiterisもあって，古い形は＊itinis

と考えられる．他方，iterは古くは語末にアクセントを持っていた＊it6rであり，アクセント

位置の異なる別形6itgはLat．　itur　Y人は行く，歩行が行われている」48を生じている．この一r

は葬人称性を表わし，後に拡大されてイタリック語とケルト語で受動を表わすようになった

のだが，これも結局は末尾の一nに起國するのである【Cf．　10．1461．

9．121以上を表にまとめておく．

46一鯉にE　＊kwon－「犬」を挙げておく．Skr忌v叡6van－），　Av．　spa（spEn－），　Lith．9u6（Sun－），　lf．　c6（con－）のように

非常に古いあるいは保守的な言語において童格末のnの脱落が見える．Gk，　Kta）ωv（gen．　va）v6g）の末尾のnは

後代の復活による．また，Lat，　canis，　E　hound，　G　Hund（〈Gmc．＊hundaz＜＊㎞一to－）は毅たな接尾辞を付加して

語根の保全を達成している．

47一働にLat．　s｛abilio“establish”の名詞形stabil1鶴nと，その一〇一による瓢X5－　stabilimentum，及びlt．　stabilimento，　F

etablissement，　E　es励lishmentを挙げておく．他方，副詞を作る一mentはLat．　mensの奪格menteに由来し，「～

の心をもって」を原義とする．副詞の一mentにっいては島岡（1991：26－38）に日本語での簡単な解説がある．
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＊＿n　　　　　→　　＿r

＊－n－0－　　一→　－no－

＊－o鍛恥←s　－一ウ　　ー6　→　　6

＊－lt　　　→　．n

＊一％O－　　→　　一搬O

＊－ont－S　　→　　＿onts　→
一
6

－O難S

－OS

＊－bh・1・m・の交賛

9．122前置鼻音を伴う閉鎖音を持つ言語では，このような音が，唇音，雷尖音，舌背・硬口

蓋音，舌背・軟口蓋音のように，様々な類に生じるのが普通である．そのためmb，　nd，　Dg49のよ

うな系列が構成される。上記のような有声音と「”p，　”t等のような無声音のように，二系列が形

成されるのもめずらしいことではない．したがって，印欧祖語に糎の他に，【＊】㌔や＊硬を

想定することもでき，下記のような前置鼻音化音の体系が得られよう，

＊Mp　“％

　　　＊”dh

9．123　古く＊mbhが存在したと想定することによって，名詞複数形の一定の語尾を有する諸形

態に説明が与えられることになる．【複数】与格，奪格，具格において，多くの書典語は＊－bh一

と再建される諸形態を持つのに対して，ゲルマン語，バルト語，スラブ語は一m一を持ってい

る．Lat．　n6－bis「我々に」と同じ意味のRlla－mとを比較されたい．したがって，初源的な形

態には＊mbhがあり，その鼻音性が北の諸言語では優位に立ち，その他の言語では失われたと

想定することができよう．【従来の見解に従った場合，】例えばサンスクリットの【複数】与

格・奪格語尾は一bllyas，具格は一・bhisであり，【古代】ロシア語の場合はそれぞれ’・rati，・nliであ

るが，これらには＊bhiと再建され，ギリシア語でphlの形で文証される古い助詞が含まれて

いると考えられる．これは例えばGk，　aut6s「自分で」の斜格として用いられるaut6phiに現

れる50．この＊bhiに母音e！oが付加されれば，　iはyとして保持される場合もあるが，Lat．　ommi－bus

の末尾一bus（く一bos）に児られるように消滅してしまう場合もある．ゲルマン語ではこれはbe一

の形でGbcsprechenやEbespeak等に現われ，　sprechen　f話す」に館してのbesprechen「論ず

る，批評する」に見られるように特に自動詞を他動詞化する働きを持っが，また近接や付加

を表わすGbeiやEbvのような前置詞あるいは接頭辞としても翔いられる．例えばGSteuer

は税金を表わすが，ここから派生したbelsteuemは「寄付をする」の意味になる。【他方，こ

のような場合に】問題の仮説に従えば，＊mbhiが再建されることとなろう．これに接頭的な要

素を加えて「周りに1の意味として，＊H2e・mbhiを想定することができ，ここからGk．　amphi

4s 自動調の受動相で一般的状況を表わす，いわゆるlmpersonal　pessive　constmction．
49 原著ではng．
50 Palme雄980：45），　Meier－Brilgger（王992：II，67）等を参照されたい，
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や，ゲルマン語では第一要素の母音度がゼmとなった＊H2mbhi＞＊H29ibhiを経て，　OE　ymbや

Gumが得られる．　Gk．　amph至にはヂ～の両側に」の意味もあるため，双数の接尾辞一6を加え

たLat．　amb6緬方の」と比定されねばならない、これと同じ意味で，ゲルマン語は接頭要素

のH2e一の部分を除いたこの基底形を爾い，語頭の＊mbhを＊bhとした．ここからGbeideやEboth，

あるいは＊bheiに捲示代名詞を湘えた＊bi’el－yo一よりDan．　begge等が得られる．

9．124我々がここで想定している前置鼻音は，書語によって，また語頭や母音間，あるいは

語末といった位置によって異なる発達を遂げる二とになるが，これは大して驚くべきことで

はない．一般的に言って，前置鼻音は語頭では失われ（＊”’bhi＞bhi），語末では鼻音が残って口

腔での閉鎖音が失われる（＊・11t＞－n）ものであり，どちらの場合にも音節の中心から遠い要素が

排除されている．母音問ではどちらの要素も保持されるが，もともとte－％eであった音節の

切れ目がten－teとなって，かつての複合音は連続する二つの音素と扱われることとなろう．

文証される一nt一の中には，古い一net一というつながりから一e一が脱落して生じたものもあるこ

とだろう，ということは，＊te－ne－teに由来する＊ten－te一も，＊te－”te由来のそれと合一したとい

うことになろう．これは驚くに値しない．文証される印欧諸語において，古い単一音素と，

連続する音素の組み合わせが合一することがあるのはよく知られた事実である．例えば，ラ

テン語のquは吉い＊kwばかりでなく母音が後続する揚合の＊k＋uという組み合わせにも鰐応

している．Lat．－queはGk．－teや古いゲルマン語の・hに対応しているため，＊kWeに淘来する

が，他方Lat．　equos【＞equus】は，恐らくGk．6kfis「速い」と関係する古い＊eku－「速い」に

形容詞的な接尾S￥　－oを付加して作られた派生語である．同様にLat．　i達肇9uen「鼠険部」はGk，　ad6n

F腺1と比定され，＊g“’を有する＊響gWell一が再建されるが，　Lat，｝ingua「舌，言語」には既に

述べたように一g｝’＋u÷eK2という連続が現れている【C£　s．16ff．】．

9．125　＊tnbhiに由来する諸語尾において，漁bhが言語によって＊bhになったりmになったり

している点は，以下のように説明できよう．南方諸雷語においては，Gk．　ph呈に見られるよう

に，＊mbhiはある程度の自立性を保持した．これによって語頭に期待される㌔h重が得られる．

－mを示す北方諸言語においては，＊”’bhiが圭を失って比較的早期のうちに語尾化したと考えら

れる．uシア語の与格lla－mやグループは異なるが＊－bhosに由来するラテン藷の語尾　－busな

どでiの痕跡が見られないことを説明するには，この脱落を想定する必要がある．＊mbhiの変

化は下記のように整理できよう．

＊m bhi　　－→　＊bh三

　　　→＊bhi

　　　→＊－bhi

　　　－〉　一瓶

副詞，後に前置詞に転化：Gbei，　E　by

融合していない助詞：Gk．　phi

後に融合し，語尾に：Skr．　－b｝iy－as，－blii－s

早期のうちに融合し，語尾の一部に．融合していない助詞の＊bhiと共

存．北の諸言語では一lnが，ラテン語等では＊bhが，それぞれ類推に

よって拡大した。
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音
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音

唇
音
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尖
軟
口
蓋
音

声
門
音

咽頭音

口蓋垂音

声門閉

声門開

声門閉

声門開

印欧祖語最古層に想定される諸音素

　黒丸が記されている箇所は，可能ではあっても想定する根拠の薄い音素である，

　表中の同じ列の中での閉鎖音といわゆる「喉音」の配列については説明を加えておかねばならない．

「舌背音」の列に置かれた諸音素は，確かに舌の「背臨」，すなわち上衝によって調音される．だが，

この器官が接触あるいは接近する部位には相違があり，閉鎖音の場合だと軟口蓋となるが，摩擦膏の

場合には日蓋垂と咽頭後壁である．閉鎖音と摩擦音の対立のみを弁別的とみなし，この差違は無視し

た．唇軟口蓋音についても岡様である，また，唇軟m蓋音の場合，腰軟自蓋性を表わすのに閉鎖音に

っいては［p］を，摩擦音については門を用いた．咽頭音と口蓋垂音では，第一行目は有声音，第二
行霞は無声音である．
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アクセント

9．126音韻論の章を終えるに前にアクセントの問題に立ち戻らねばならない．ここまでずっ

と用いてきたアクセントの概念は次のようなものであった．すなわち，印欧語のある発達段

階において，アクセントを持っていた母音は保待されるが，アクセントを持たない母音は消

滅するか，あるいは少なくとも弱まるとするものである．加えて，子音だけでは音簿核の機

能を果たせない場合，子音連続の発音ができるようにするために必要な母音が保持されるこ

ともあった．さらに，その後，アクセントの事情が変化して，類推による母音の復活が生じ

た．

9．127　このような非常に皐期のアクセントが想定されているわけだが，各所で改新が生じて

いる。そのため，想定される母音の大量脱落以前のアクセントの位置とその性質にっいて究

明するに際し，サンスクリットにもギリシア語にもラテン語にも全幅の信頼を置くことはで

きない．5．66に記したVernerの法則に隠された交替によって判明するように，もっとも長く

初源的なアクセントを保存したのは恐らくゲルマン語である．ドイツ語のZiehen「引く」と

ge－zogen（過去分詞）に見られる一h一と・g一との交替から，かってのアクセントは現在形で

＊d6uk◎－51の語根に，過去分詞＊duk－6nで接尾辞にあったことが窺われるのである．前者には

二重母音起源の長いUを持っLat，　dGc6「私は導く」が，後者には別な接尾辞を有するLat．　duc重u－s

【過去分詞】がそれぞれ舛応している．かつてのアクセント位置は【アクセント下で母音e

を保った1　－eu一と【母音を縮減した】－u一によっても確認される．

9．i28　アクセントが上記のような働きを持っていた時代に，その位置は一般的な原則で決定

されていたのであろうか？これはよくあることであり，チェ＝語やハンガリー語では第一音

節に，ポーランド語では次末音舗にアクセントが置かれるし，ラテン語では次末音節の長さ

でアクセント位置が決まっている．このような場合には固定アクセントという呼び名が用い

られる．それとも形態によってアクセント位置が変わったのだろうか？一連のデータを根拠

にすれば，ある時代に，アクセントは語の末尾の要素，すなわち語根か接尾辞に置かれる傾

向があり，一部の語尾はアクセントを引き付け，その他の語尾の場合にはアクセントはその

前の音節に置かれたとも考えられる．これらのことがらについては，以下で文法について述

べる際にも触れる．

9、129　ここでは次の指摘に留めておきたい．アクセントが古代演劇の神（deus　ex　mac1曲a）の

ように天から舞い降りてきて，そのために母音が損なわれたのだ，などという考えは空想で

あって現実とは異なる．このように単純に考えれば事実が簡単に把握できるから，上でその

ような空想を抱いてしまった向きもあろう．現実はこうである．談話の中には情報的価値に

乏しい要素もあり，諸要素が集まって形式的に特徴ある品詞が形成されるに従って，そのよ

うな要素自身は弱まり，それを発するのに必要であったエネルギーの大部分が，情報量に富

51アクセント位置を明示した．
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んだ隣接要素へと移行するのである。換書すれば，母音を間引くのは強いアクセントではな

く，母音の弱化なのであって，その結果として，残った母音は強められることになる．アク

セントの本来的機能は，発話の中の様々な部分どうしの区別がはっきりするように，及びそ

れらのうちのどれかを強調するために，諸部分にメリハリを付けることである．アクセント

の第一の機能は，境界の画定，あるいは，控え目に言えば，頂点の表示である．っまり，発

話の中で中心的情報を持つ要素の存在を示す頂点を形成することである．

声調

9．130声調とは，音節の中心的な母音核にかぶさる，談話の旋律曲線の独特の動きを意味し，

原則としてアクセントと声調とは無関係である．声調を持つ言語においては，同じ子音と母

音の音素からなる音節がこの動きによって区別される．例えば申国語では畷「母」，m6　r麻」，

ma「馬」，　ma「罵る」は別々の語である，声調言語にアクセントが発達すると，それによっ

て無アクセント音節の母音が不明瞭になったり，そのような音飾の声調が失われたりする．

そのため，声調がアクセント音節のみに現れたり，例えば，アクセントが別々の声調と同時

に生じる場合，こっの「異なるアクセント」があるという少々誤った書い方が用いられるの

もめずらしいことではない．

9．131　フランス語にはきちんとしたアクセントがないから，フランスにはこの方面に疎い比

較言語学者がおいでである．このような入たちはギリシア語の知識をもとにして，印欧語の

アクセントを論ぜず，代わりに騨調」【単数】という言い方を始終用いている．だが，言藷

に単数の「声調」などありえない．声調は対立する単位であり，すなわち声調は常に二っ以

上あるはずなのである，印欧語の発達過程において，声調が生じたことは確実である．声調

は現に古典ギリシア語，バルト語，セルビア・クmアチア語，スカンディナヴィア語に存在

している，だが，たとえ何らかの平行性があったとしたところで，これらのうち最も古いも

のも確実に印欧祖語時代に潮ると言えるわけではない．

9．132声調の対立は，二種の異なる母音延長が時間的にずれて生じたことから発生したと思

われる，はじめに行われたのは，主格の一sのような後続子音の脱落による母音の代償延長で

ある．旋律的な頂点はもちろんその長母音のはじめに置かれたことだろう【頭高】．次に現れ

たのは，曲用の中で連続する二っの短母音が融合することによって生じた長母音である．こ

れらの二つの短母音のうち融合以前にアクセントを持っていたのは後続の母音であり，融合

後に旋律的な頂点は長母音の終わりに置かれることになった【尻高】．その後に，単母音t「喉

音」から喉音が脱落したために代償延長によってさらに新たな長母音が発生した．これは新

たな頭高の長母音であり，その出現によって，尻高の台頭に敗色が濃かった古くからの頭高

の勢力が増し，両者が併存するに至った．バルト語に残されているのはこのような状況と思

われる．
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9．133　当然ながら，非常に早期の段階において，印欧語に声調の体系が存在したと想定する

ことには何の障害もない．だが，たとえそうだったとしても，屠に見える痕跡はこれ以上な

い．
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